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令和６年度宗像医師会事業報告 

 

地域住民の生命、健康を守るため、また医師会員相互の親睦、福利厚生、医業経営の援助等の

ために、次の事業を行った。 

 

１．学術講演会・研修会事業（＊継１） 

     安全で安心な医療を地域住民に提供するため、日本医師会生涯教育講座への参加を推進

し、宗像臨床アーベント、宗像内科医会、宗像小児科医会、宗像学校医会の支援を行った。 

 

２．救急医療事業（＊継２） 

   地域医療に寄与するため、宗像地区急患センターにおける内科及び小児科の休日・夜間外

来診療を年中無休の体制で行った。また、病院群輪番制病院等運営事業、休日外科当番事業

による夜間・休日等の診療支援及び診療体制整備を行った。大規模災害時や感染症発生時に

備え会員医療機関における緊急連絡網訓練を行い、宗像・福津両市をはじめ宗像・遠賀保健

福祉環境事務所、宗像地区消防本部、宗像警察署等との緊密な協力体制、連携強化に努めた。 

   ４月より医師の働き方改革（労働基準法の時間外労働の上限規制が医師にも適用）が始ま

り、救急医療体制への影響を注視した。 

 

３．学校検診事業（＊継３） 

  １）学校心臓検診 

    宗像市・福津市の小学校１年生・中学校１年生における心臓検診を、検診精度を高める

ために包括的に支援した。心電図収録、学校心臓検診委員会で精密検査要検者の判定を行

った。学校教育委員会、学校、学校医で構成する宗像地区学校検診委員会を開催し、年度

総括、諸問題の協議を行った。 

２）学校腎臓検診 

宗像市・福津市の小中学校における腎臓検診を、検診精度を高めるために包括的に支

援した。学校腎臓検診判定委員会を開催し、尿検査における精密検査要検者の判定を行

った。学校教育委員会、学校、学校医、検査センター、学校腎臓検診委員会委員で構成

する宗像地区学校検診委員会を開催し、年度総括、諸問題の協議を行った。 

 

４．病院運営事業 

  １）宗像医師会病院（地域医療支援病院）の運営（＊継４） 

    地域医療支援病院として第一線の地域医療を担うかかりつけ医を支援し、充実した

二次医療を提供できるよう運営した。紹介患者への高次医療の提供、救急医療の提供、

在宅医療の提供、医療機器の共同利用、地域の医療従事者に対する研修などを実施し、

地域医療全体の質の向上に寄与した。 

     介護老人保健施設「よつづか」・訪問看護ステーション・ケアプランサービス・在宅

医療連携拠点事業（むーみんネット）などの共同利用施設と協力し、地域住民のニーズ

に応える医療提供に努めた。 

 ２）赤間腎クリニックの運営（＊他２） 

    宗像医師会病院腎センターの附属クリニックとして、透析治療を行った。 
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５．福祉運営事業 

  １）介護老人保健施設「よつづか」（＊他３） 

     利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスに努めた。また、安全に

配慮しながら、生活安全の維持・向上を目指し、家族や地域住民、保健・医療・福祉機

関などと連携し、多職種による総合的な支援を行った。 

在宅医療連携拠点事業（むーみんネット）に協力・支援を行った。 

  ２）在宅支援室 

     利用者の意思および人格を尊重し、利用者の立場に立ったサービス提供に努め、地域の

保健・医療福祉の関係機関と協働し安全・安全なサービス提供に努めた。在宅医療連携拠

点事業（むーみんネット）と協働し、医療と介護が連携した地域包括ケアシステムの構築

と他機関・多職種と連携して事業の推進に努めた。 

    ①訪問看護ステーション（＊他３） 

医療依存度の高い利用者を受け入れ、在宅看取りに努めた。経営・運営の効率化に

努め、人材育成・教育・住民啓発を積極的に行った。 

    ②ケアプランサービス（居宅介護支援事業）（＊継５） 

地域住民の方が、医療ケアを受けながら可能な限り自立した日常生活を営むことが

出来、療養生活の質の向上に寄与するため、医療依存度（医療援助の必要性）が高い

方等のケアプラン作成を積極的に受け入れた。健全な運営、介護支援専門員の資質の

向上・人材育成に努めた。 

 

６．在宅医療連携拠点事業（むーみんネット）（＊他６） 

①宗像市・福津市在宅医療・介護連携推進事業 

宗像市・福津市から委託を受け、次の事業を行った。 

・地域の在宅医療・介護の資源情報の把握 

・在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 

・切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進 

・医療・介護関係者の情報共有の支援 

・在宅医療・介護連携に関する相談支援 

・医療・介護関係者の研修 

・地域住民への普及啓発 

   ②福岡県在宅医療提供体制充実強化事業 

福岡県からの補助金により次の事業を行った。 

    ・在宅医療機器の共同利用等在宅医療提供体制の充実強化に資する事業 

 

７．病後児保育事業（すくすくくらぶ）（＊他１） 

  宗像市・福津市在住の病後の幼児及び小児を、昼間に家庭での育児が困難な場合に一時的

に預かる病後児保育所を運営し、保護者の「子育てと就労の両立」を支援し、児童の健全育

成に寄与した。 

 

８．地島診療所の運営（＊他７） 

   無医地区に準じる地区として位置付けられている地島の医療環境向上に寄与することを目

的として、地島ふれあい館内にて地島診療所を運営した。 
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９．会員共益事業（＊他４） 

  １）宗像医師会会員とご家族の人間ドック受診率の向上に努めた。 

２）医療従事者等の永年勤続表彰を行った。 

３）定時総会後に懇親会を開催した。 

４）会員医療機関が運営する看護学校等へ助成を行った。 

 

１０．一般（法人）事業 

１）保健衛生への貢献 

担当理事が中心となって、保健衛生行政に対する様々な協力（介護認定審査会、各種予

防接種事業、乳幼児健診、妊婦一般健康診査、特定健診・特定保健指導等）を行った。

宗像産婦人科医会、宗像小児科医会と共に宗像医師会出産前後子育て支援事業（ペリネ

イタルビジット）を行った。前向き子育てプログラム「トリプル P」の普及啓発のため

に子育て応援シンポジウム、セミナー等を行った。 

２）産業保健への貢献 

事業所からの産業医紹介依頼及び福岡産業保健総合支援センター福岡東地域窓口か

らの健康相談の依頼に対応した。 

３）医療安全・医療経営・医療保険・介護保険等に関する情報提供、宗像地区感染症速報シス

テムによる感染症に関する情報の迅速な伝達に努めた。 

４）医療事故及び医事紛争の防止策の徹底に努めた。 

５）男女共同参画 

       宗像女性医師の会を支援し、女性医師が働きやすい環境整備に努め、宗像地区におけ

る女性医師のモチベーション向上に寄与した。 

６）関連団体との連携、交流 

     福岡県医師会及び福岡ブロック医師会等との定期的な会議及び協議会等に参加した。

宗像・遠賀保健福祉環境事務所、宗像市、福津市、宗像地区事務組合等関係機関及び関

係団体による宗像地域保健・医療・福祉等連絡協議会を開催した。宗像薬剤師会・宗像

歯科医師会との交流会である三師会に参加した。その他、行政関連部署との連携、交流

に努めた。 

 

（＊継１）～（＊他７）は、公益目的支出計画における事業番号である。 

 

＊継１：継続事業１  学術講演会・研修会事業 

＊継２：継続事業２  夜間休日診療体制整備事業 

＊継３：継続事業３  学校検診支援事業 

＊継４：継続事業４  地域医療支援病院の運営 

＊継５：継続事業５  居宅介護支援事業 

＊他１：その他事業１ 病後児保育事業（すくすくくらぶ） 

＊他２：その他事業２ 赤間腎クリニックの運営 

＊他３：その他事業３ 介護保険事業所の運営（よつづか及び訪問看護ステーション） 

＊他４：その他事業４ 会員共益事業 

＊他５：その他事業５ 収益事業（設備設置等による使用料収入等） 

＊他６：その他事業６ 在宅医療連携拠点事業 

＊他７：その他事業７ 地島診療所の運営 


